
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動画像を構成する第１の画像フレームと第２の画像フレームとを用いて、画像フレーム
中の運動物体の占める領域の論理和であるオプティカルフロー発生領域を前記第１の画像
フレームにおいて検出する第１のステップと、前記第１の画像フレームと前記第２の画像
フレームとよりも過去の複数の画像フレーム 前記第１
の画像フレーム を用い、前記第１の画像フレームにおけるオプティカルフロー発生領域

におけるオプティカル
フロー発生領域とを検出する第２のステップと、前記第１のステップで検出された前記第
１の画像フレームにおける オプティカルフロー発生領 前記第２のステップで検
出された前記第１の画像フレームにおける第２のオプティカルフロー発生領 および前
記第２のステップで検出された前記 における オプティカル
フロー発生領

複数の運動物体のオプティカルフロー発生領域を個別に
検出するステップとを備え、前記第２の画像フレームは、前記第１の画像フレームよりも
過去の画像フレームであることを特徴とする運動物体検出方法。
【請求項２】
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を検出し、また、前記第１の過去画像フレームと前記第１の過去画像フレームよりも過去
の第２の過去画像フレームとを用いて前記第１の過去画像フレーム
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域、

第１の過去画像フレーム 第３の
域とにおいて、前記第２のオプティカルフロー発生領域から前記第３のオプ

ティカルフロー発生領域を引き算して、運動物体のオプティカルフロー発生領域を検出し
、前記運動物体のオプティカルフロー発生領域と、前記第１のオプティカルフロー発生領
域との論理和を求めることにより



　前記運動物体検出方法は、さらに、前記オプティカルフロー に隣接する領域に
ついての情報である隣接情報に基づいて運動物体候補領域を抽出し、抽出された運動物体
候補領域に関する所定の情報を用いて前記運動物体を検出するステップ を備えたことを
特徴とする請求項１記載の運動物体検出方法。
【請求項３】
　前記運動物体検出方法は、さらに、前記運動物体の検出結果に基づいて前記画像フレー
ム間で運動物体の追跡を行うステップと、前記追跡によって求まる前記画像フレームにお
ける前記運動物体の見かけの動き量に基づいて、前記オプティカルフロー を検出
するフレーム間隔および統合するオプティカルフロー の数を制御するステップと
を備えたことを特徴とする請求項２記載の運動物体検出方法。
【請求項４】
　所定の撮像装置からの画像信号を取り込む画像入力手段と、前記取り込まれた画像信号
を記憶する画像記憶手段と、前記画像記憶手段に記憶された画像信号によって構成される
画像フレームにおいて、異なる前記画像フレーム間隔の画像フレーム間で運動物体の

であるオプティカルフロー を検出し統合するオプティカルフロー
検出手段と、前記オプティカルフロー 検出手段で統合されたオプティカ

ルフローの情報に基づいて前記運動物体を検出する運動物体検出手段とを備えたことを特
徴とする運動物体検出装置。
【請求項５】
　前記運動物体検出装置は、さらに、前記オプティカルフロー に隣接する領域に
ついての情報である隣接情報に基づいて運動物体候補領域を抽出し、抽出された運動物体
候補領域に関する、サイズ、形状、位置または運動物体候補領域内のオプティカルフロー
の情報を含む所定の情報を用いて前記運動物体を検出する運動物体検出手段と、前記運動
物体の検出結果に基づいて前記画像フレーム間で運動物体の追跡を行う運動物体追跡手段
と、前記追跡によって求まる前記画像フレーム上での見かけの動き量に基づいて、前記オ
プティカルフロー を検出するフレーム間隔および統合するオプティカルフロー

の数を制御するオプティカルフロー 検出制御手段とを備えたことを特徴と
する請求項４記載の運動物体検出装置。
【請求項６】
　前記撮像装置は撮像カメラまたは遠赤外カメラを含み、前記運動物体検出装置は、前記
撮像カメラからの画像信号または前記遠赤外カメラで撮像された熱分布画像信号を入力と
することが可能なことを特徴とする請求項４または５記載の運動物体検出装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、動画像から運動物体を検出するための運動物体検出方法および装置に関する
。
【０００２】
【従来の技術】
　従来、オプティカルフローを検出して、動画像から運動物体を検出する運動物体検出方
法が知られている。ここで、オプティカルフローとは、過去の画像フレームの各点が現時
刻の画像フレームのどの点に移動したかを示すものをいう  (図８参照 )。図８において、
現画像フレームにおける運動物体（以下、現画像フレームの運動物体という。）８１０は
、数フレーム分過去の画像フレームにおける運動物体８２０（以下、数フレーム前の運動
物体という。）から移動したものであり、この移動をオプティカルフロー８３０で表す。
【０００３】
　ここで、現画像フレームの運動物体８１０が占める領域と数フレーム前の運動物体８２
０が占める領域との論理和を取った領域をオプティカルフロー発生領域８４０という。
　オプティカルフロー は、画像フレームを１画素以上の領域に分割し、過
去の画像フレーム上の各領域に対して最も類似度が高くなる領域を、現時刻の画像フレー
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ム上から検出することによって求まる。ここで、類似度の尺度として、差分絶対値和や差
分二乗和、相関値などが用いられる。
【０００４】
　上記のような処理を行うには時間がかかり、対応点を探索する範囲（以下、対応点探索
範囲という。）を過去の画像フレーム上の所定領域近傍に限定してオプティカルフロー

の検出を行うのが一般的であり、運動物体がこの対応点探索範囲外に移動した場合
、はみ出た領域については正確にオプティカルフロー を検出することができない
。
【０００５】
　そのため、オプティカルフロー を検出する処理において、検出対象のフレーム
間隔を短くする必要がある。一方、遅い運動物体については、短いフレーム間隔では十分
な動きが生じないため、正確にオプティカルフロー を検出するためにはフレーム
間隔を長くする必要がある。
【０００６】
　このような観点から、処理するフレーム間隔を運動物体の速度に合わせて変更すること
によって上記の要求に対応する従来技術が、特開平９－１６７７６号 報に開示されてい
る。この方法は、求めたオプティカルフローの有効度を評価し、その有効度に基づいてフ
レーム間隔の調整を行うものである。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
　しかしながら、従来の運動物体検出方法においてフレーム間隔を調整する方法では、 1
つの運動物体が速度を変化させながら移動するような場合にはオプティカルフロー

を検出することが可能であるが、画像上で見かけの動き量が大きく異なる運動物体が複
数、混在する場合は、全ての運動物体に対して正確にオプティカルフロー を検出
することはできないという問題がある
【０００８】
　 発明はこのような問題を解決するためになされたもので、画像上で見かけの動き量が
大きく異なる運動物体が複数、混在する場合でも正確にオプティカルフロー を検
出することが可能な、運動物体検出方法および装置を提供することである。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　本発明の運動物体検出方法は、動画像を構成する第１の画像フレームと第２の画像フレ
ームとを用いて、画像フレーム中の運動物体の占める領域の論理和であるオプティカルフ
ロー発生領域を前記第１の画像フレームにおいて検出する第１のステップと、前記第１の
画像フレームと前記第２の画像フレームとよりも過去の複数の画像フレーム

前記第１の画像フレーム を用い、前記第１の画像フレームにおけ
るオプティカルフロー発生領域

におけるオプティカルフロー発生領域とを検出する第２のステップと、前記第１
のステップで検出された前記第１の画像フレームにおける オプティカルフロー発生
領 前記第２のステップで検出された前記第１の画像フレームにおける第２のオプティ
カルフロー発生領 および前記第２のステップで検出された前記

における オプティカルフロー発生領

複数の運動物体のオプテ
ィカルフロー発生領域を個別に検出するステップとを備え、前記第２の画像フレームは、
前記第１の画像フレームよりも過去の画像フレームである構成を有している。この構成に
より、第１画像についての異なる２つのオプティカルフロー発生領 画像フ
レームにおけるオプティカルフロー発生領 を 個別に運動物体のオプティカルフ
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ィカルフロー発生領域を検出し、前記運動物体のオプティカルフロー発生領域と、前記第
１のオプティカルフロー発生領域との論理和を求めることにより
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ロー発生領域を検出できるため、動き量の大きい運動物体と小さい運動物体とが複数混在
する場合でも、全運動物体のオプティカルフロー発生領域を検出することが可能な、運動
物体検出方法を実現することができる。
【００１０】
　

構成を有している。この構成により、第１画像についての異なる２つのオプティカルフ
ロー の情報と過去の１以上の画像フレームにおけるオプティカルフロー
の情報とを統合して個別に運動物体のオプティカルフローを検出でき、動き量の大きい運
動物体と小さい運動物体とが複数混在する場合でも全運動物体のオプティカルフロー

を検出することできるため、画像フレーム内の全運動物体を検出することが可能な、
運動物体検出方法を実現することができる。
【００１１】
　また、

構成を有している。この構成により、運動物体の検出結果に基づいて画像
フレーム間で運動物体の追跡を行うことができるため、運動物体の追跡情報を用いてオプ
ティカルフロー 検出の画像フレーム間隔、統合オプティカルフロー 数を
制御し、安定した全運動物体のオプティカルフロー を検出することが可能な、運
動物体検出方法を実現することができる。
【００１２】
　また、本発明の運動物体検出装置は、所定の撮像装置からの画像信号を取り込む画像入
力手段と、前記取り込まれた画像信号を記憶する画像記憶手段と、前記画像記憶手段に記
憶された画像信号によって構成される画像フレームにおいて、異なる前記画像フレーム間
隔の画像フレーム間で運動物体の であるオプティカルフロー
を検出し統合するオプティカルフロー 検出手段と、前記オプティカルフロー

検出手段で統合されたオプティカルフローの情報に基づいて前記運動物体を検出する
運動物体検出手段とを備えた構成を有している。この構成により、個別に運動物体のオプ
ティカルフロー を検出できるため、動き量の大きい運動物体と小さい運動物体と
が複数混在する場合でも、全運動物体のオプティカルフロー を検出することが可
能な、運動物体検出装置を実現することができる。
【００１３】
　

を備えた構成
を有している。この構成により、運動物体の追跡情報を用いてオプティカルフロー

検出の画像フレーム間隔、統合オプティカルフロー 数を制御することによって
、安定した全運動物体のオプティカルフロー を検出することが可能な、運動物体
検出装置を実現することができる。
【００１４】
　また、
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構成を有している。この構成により、熱分布に基づき運動物体を
追跡することが可能であるため、カメラなどの撮像装置では困難であった暗闇における運
動物体の検出、追跡が可能な運動物体検出装置を実現することができる。
【００１５】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を用いて説明する。
　本発明の第１の実施の形態の運動物体検出方法は、異なるフレーム間隔でオプティカル
フロー を検出し、それらを統合することにより、運動量の異なる複数の運動物体
が存在する場合でも全ての運動物体のオプティカルフロー を正確に検出する方法
である。
【００１６】
　ここで、オプティカルフローとは、過去の画像フレームの各点が現時刻の画像フレーム
のどの点に移動したかを示すものをいう (図８参照 )。図８において、現画像フレームの運
動物体８１０は、数フレーム分過去の画像フレームにおける運動物体８２０（以下、数フ
レーム前の運動物体という。）から移動したものであり、この移動をオプティカルフロー
８３０として表す。ここで、現画像フレームの運動物体８１０が占める領域と数フレーム
前の運動物体８２０が占める領域との論理和を取った領域をオプティカルフロー発生領域
８４０という。
【００１７】
　図１は、本発明の第１の実施の形態の運動物体検出方法における処理の流れを示すフロ
ーチャートである。以下の処理では、現時刻の画像フレームと過去の３つの画像フレーム
を用いてオプティカルフロー を検出する。説明の都合上、上記過去の３つの画像
フレームを現時刻から過去に離れる順番に、第１過去の画像フレーム、第２過去の画像フ
レーム、および第３過去の画像フレームという。
【００１８】
　ステップＳ１１０で、現時刻の画像フレームを取り込む。同様に、ステップＳ１２１で
、第１過去の画像フレームを取り込み、ステップＳ１２２で、第２過去の画像フレームを
取り込み、ステップＳ１２３で、第３過去の画像フレームを取り込む。
　ステップＳ１３１で、現時刻の画像フレームと第１過去の画像フレームとを用いてオプ
ティカルフロー を検出する。
【００１９】
　オプティカルフロー の検出は、画像フレーム間で画像フレーム上の各領域にお
いて対応する点（以下、対応点という。）を探索し、類似度を算出することによって行わ
れる。類似度の尺度として、差分絶対値和や差分二乗和、相関値などを用いることができ
る。
　なお、ステップＳ１２１で、現時刻の画像フレームとフレーム間隔の短い第１過去の画
像フレームとをオプティカルフロー の検出対象フレームとしているため、ステッ
プＳ１３１では、画像上での見かけの動き量が大きい運動物体のオプティカルフロー

を検出する処理が行われる。
【００２０】
　同様に、ステップＳ１３２で、現時刻の画像フレームと第２過去の画像フレームとを用
いてオプティカルフロー を検出し、ステップＳ１３３で、第２過去の画像フレー
ムと第３過去の画像フレームとを用いてオプティカルフロー を検出する。
　ステップＳ１２２で、現時刻の画像フレームと第２過去の画像フレームの長い過去の画
像フレームとをオプティカルフロー の検出対象フレームとしているため、ステッ
プＳ１３２では、画像上での見かけの動き量が小さい運動物体のオプティカルフロー

を検出する。
【００２１】
　しかし、画像上に動き量の大きい運動物体が含まれる場合には、偽のオプティカルフロ
ー が検出される (図９参照 )。図９において、現画像フレームにおける運動物体９
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１０は、数フレーム前の運動物体９２０から移動したものであり、現画像フレームにおけ
る運動物体９１０が占める領域と数フレーム前の運動物体９２０が占める領域との論理和
を取った領域がオプティカルフロー発生領域９４０であり、オプティカルフロー発生領域
９４０には オプティカルフロー発生領域９３０が含まれることになる。
【００２２】
　この偽のオプティカルフロー を除去するために、以下のステップＳ１３３とＳ
１４２での処理を行う。
　図１０に示す記号１０１０および１０３０によって、長いフレーム間隔での運動物体の
運動およびそのオプティカルフロー発生領域９４０を模式的に示す図形を特定する。また
、記号１０２０および１０４０によって、短いフレーム間隔での運動物体の運動およびそ
のオプティカルフロー発生領域９３１を模式的に示す図形を特定する。動きの小さいオプ
ティカルフロー発生領域は、全体のオプティカルフロー発生領域９４０から動きの大きい
オプティカルフロー発生領域９３１を差し引いたときに得られるオプティカルフロー発生
領域９４１である。
【００２３】
　まず、ステップＳ１３３で、運動物体の動き量が大きいことを利用し、ステップＳ１２
２で処理対象とした第２過去の画像フレームと更に古い第３過去の画像フレームとを用い
て、動き量の大きい運動物体 プティカルフロー発生領域９３１を検出する。
【００２４】
　ステップＳ１４２で、ステップＳ１３２とステップＳ１３３で検出したオプティカルフ
ロー の情報を用い、ステップＳ１３２で検出したオプティカルフロー発生領域９
４０からステップＳ１３３で検出したオプティカルフロー発生領域９３１を引き算する。
【００２５】
　ステップＳ１５０では、ステップＳ１３１で検出した動き量の大きい運動物体のオプテ
ィカルフロー とステップＳ１４２で検出した動き量の小さい運動物体のオプティ
カルフロー を統合することにより、両運動物体のオプティカルフロー を
検出する。
【００２６】
　以上説明したように、本発明の第１の実施の形態の運動物体検出方法は、動き量の大き
い運動物体と小さい運動物体とが混在する場合でも、両運動物体のオプティカルフロー

を得ることが可能である。
　また、動き量の異なる運動物体が３つ以上混在している場合でも、同様に本第１の実施
の形態で偽のオプティカルフロー を除去することができ、全運動物体のオプティ
カルフロー を検出することが可能である。
【００２７】
　本発明の第２の実施の形態の運動物体検出方法は、上記第１の実施の形態の運動物体検
出方法を用いて運動物体の検出を行う運動物体検出方法である。図３は、本発明の第２の
実施の形態の運動物体検出方法における処理の流れを示すフローチャートである。以下、
図３に示すフローチャートを用いて本発明の第２の実施の形態の運動物体検出方法につい
て説明する。
【００２８】
　ステップＳ３１０で、現画像フレームを取り込んで記憶し、この記憶された画像フレー
ムを用いて上記第１の実施の形態の運動物体検出方法によって偽のオプティカルフロー

の情報を除去し、複数のオプティカルフロー の情報を統合し、オプティカ
ルフロー を検出する。ステップＳ３１０における詳細な処理の流れを表すフロー
チャートは、図１に示すものと同じである。
【００２９】
　ステップＳ３２０で、ステップＳ３１０で検出されたオプティカルフロー の情
報（以下、オプティカルフロー 情報という。）を用いて運動物体の検出を行う。
　ステップＳ３３０で、処理を終了するか否かの判断を行い、終了しないと判断された場

10

20

30

40

50

(6) JP 3810657 B2 2006.8.16

偽の

発生領域

のオ

発生領域

発生領域
発生領域 発生領域

発
生領域

発生領域
発生領域

発
生領域 発生領域

発生領域

発生領域
発生領域



合は、ステップＳ３１０に戻り、上記の処理を繰り返す。
【００３０】
　ここで、上記運動物体の検出は、オプティカルフロー に隣接する領域の画像情
報（以下、隣接情報という。）に基づいて運動物体候補領域を抽出し、抽出された運動物
体候補領域のサイズ、形状、位置等の情報や運動物体候補領域内のオプティカルフロー

情報の内、 1つ以上の情報を組み合わせて運動物体であるか否かを判断する方法に
よって行う。
【００３１】
　以上説明したように、本発明の第２の実施の形態の運動物体検出方法は、第１の実施の
形態の運動物体検出方法により全運動物体のオプティカルフロー が検出できるた
め、画像フレーム内の全運動物体を検出することが可能である。
【００３２】
　図４は、本発明の第３の実施の形態の運動物体検出装置のブロック構成を示す図である
。第３の実施の形態の運動物体検出装置４００は、画像入力部４１０、画像記憶部４２０
、オプティカルフロー 検出部４３０、および運動物体検出部４４０によって構成
される。ここで、運動物体検出部４４０は、さらに、運動物体候補領域抽出手段４４１と
運動物体領域判定手段４４２とによって構成される。
【００３３】
　画像入力部４１０は、撮像装置（カメラ）５００の出力である撮像された画像（現画像
）を取り込み、画像記憶部４２０に出力する。
　画像記憶部４２０は、画像入力部４１０から出力された画像を記憶する。
　オプティカルフロー 検出部４３０は、上記第１の実施の形態のオプティカルフ
ロー 検出方法によって、画像入力部４１０が取り込んだ現画像と画像記憶部４２
０に記憶された過去の画像とを入力とし、オプティカルフロー 情報を出力する。
【００３４】
　運動物体検出部４４０は、運動物体候補領域抽出手段４４１によって、オプティカルフ
ロー 検出部４３０が生成したオプティカルフロー 情報を入力とし、オプ
ティカルフロー 領域の隣接情報に基づいて運動物体候補領域を求める。
　運動物体検出部４４０は、また、運動物体領域判定手段４４２によって、上記運動物体
候補領域抽出手段４４１で求められた運動物体候補領域のサイズ、形状、位置等の情報や
候補領域内のオプティカルフロー 情報の内、 1つ以上の情報を組み合わせて運動
物体か否かを判断して運動物体を検出し、検出結果を出力する。
【００３５】
　以上説明したように、本発明の第３の実施の形態の運動物体検出装置は、オプティカル
フロー 検出部４３０で第１の実施の形態の運動物体検出方法により全運動物体の
オプティカルフロー が検出できるため、画像フレーム内の全運動物体を検出する
ことが可能である。
【００３６】
　本発明の第４の実施の形態の運動物体検出方法は、上記第１の実施の形態の運動物体検
出方法を用いて運動物体追跡可能な運動物体検出方法である。図５は、本発明の第４の実
施の形態の運動物体検出方法における処理の流れを示すフローチャートである。以下、図

に示すフローチャートを用いて本発明の第４の実施の形態の運動物体検出方法について
説明する。
【００３７】
　ステップＳ３１０で、現画像フレームを取り込んで記憶し、この記憶された画像フレー
ムを用いて上記第１の実施の形態の運動物体検出方法によって偽のオプティカルフロー

の情報を除去し、複数のオプティカルフロー の情報を統合し、オプティカ
ルフロー を検出する。ステップＳ３１０における詳細な処理の流れを表すフロー
チャートは、図１に示すものと同じである。
【００３８】
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　ステップＳ３２０で、ステップＳ３１０で検出されたオプティカルフロー の情
報（以下、オプティカルフロー 情報という。）を用いて運動物体の検出を行う。
【００３９】
　ここで、上記運動物体の検出は、オプティカルフロー 領域に隣接する領域の画像情
報（以下、隣接情報という。）に基づいて運動物体候補領域を抽出し、抽出された運動物
体候補領域のサイズ、形状、位置等の情報や運動物体候補領域内のオプティカルフロー情
報の内、 1つ以上の情報を組み合わせて運動物体であるか否かを判断する方法によって行
う。
【００４０】
　ステップＳ５３０で、ステップＳ３２０で求まった運動物体領域情報を記憶しておき、
画像フレーム間の運動物体領域情報を用いて運動物体の追跡を行う。
　ステップＳ５４０で、ステップＳ５３０で求まった運動物体の追跡情報に基づき、運動
物体の数と画像フレーム間での移動量とを用いてステップＳ でのオプティカルフロ
ー 検出における画像フレーム間隔および統合オプティカルフロー 数を調
整する。
　ステップＳ５５０で、処理を終了するか否かの判断を行い、終了しないと判断された場
合は、ステップＳ３１０に戻り、上記の処理を繰り返す。
【００４１】
　以上説明したように、本発明の第４の実施の形態の運動物体検出方法は、運動物体の追
跡情報を用いてオプティカルフロー 検出の画像フレーム間隔、統合オプティカル
フロー 数を制御することによって、安定した全運動物体のオプティカルフロー

を検出することが可能である。
【００４２】
　図６は、本発明の第５の実施の形態の運動物体検出装置のブロック構成を示す図である
。第５の実施の形態の運動物体検出装置６００は、画像入力部４１０、画像記憶部４２０
、オプティカルフロー 検出部４３０、運動物体検出部４４０、運動物体追跡部６
５０、運動物体情報記憶部６６０、およびオプティカルフロー 検出制御部６７０
によって構成される。ここで、運動物体検出部４４０は、さらに、運動物体候補領域抽出
手段４４１と運動物体領域判定手段４４２とによって構成される。
【００４３】
　画像入力部４１０は、撮像装置（カメラ）５００の出力である撮像された画像（現画像
）を取り込み、画像記憶部４２０に出力する。
　画像記憶部４２０は、画像入力部４１０から出力された画像を記憶する。
　オプティカルフロー 検出部４３０は、上記第１の実施の形態の運動物体検出方
法によって、画像入力部４１０が取り込んだ現画像と画像記憶部４２０に記憶された過去
の画像とを入力とし、オプティカルフロー 情報を出力する。
【００４４】
　運動物体検出部４４０は、運動物体候補領域抽出手段４４１によって、オプティカルフ
ロー 検出部４３０が生成したオプティカルフロー 情報を入力とし、オプ
ティカルフロー 領域の隣接情報に基づいて運動物体候補領域を求める。
　運動物体検出部４４０は、また、運動物体領域判定手段４４２によって、運動物体候補
領域抽出手段４４１で求められた運動物体候補領域のサイズ、形状、位置等の情報や候補
領域内のオプティカルフロー 情報の内、 1つ以上の情報を組み合わせて運動物体
か否かを判断して運動物体を検出し、検出結果を出力する。
【００４５】
　運動物体追跡部６５０は、オプティカルフロー 検出部４３０によって生成され
たオプティカルフロー 情報を入力とし、オプティカルフロー 領域の隣接情報
より運動物体候補領域を求め、その候補領域のサイズ、形状、位置等の情報や候補領域内
のオプティカルフロー 情報の内、 1つ以上の情報を組み合わせて運動物体を検出
する。
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【００４６】
　運動物体情報記憶部６６０は、運動物体追跡部６５０の出力である運動物体候補領域情
報を記憶する。運動物体追跡部６５０は、運動物体情報記憶部６６０に記憶された、画像
間の運動物体候補領域情報を用いて運動物体の追跡を行う。
　オプティカルフロー 検出制御部６７０は、運動物体追跡部６５０からの追跡結
果 (運動物体の数、画像間の移動量の情報 )に基づき、オプティカルフロー 検出部
４３０で行われる処理におけるフレーム間隔、統合オプティカルフロー 数の調整
を行う。
【００４７】
　以上説明したように、本発明の第５の実施の形態の運動物体検出装置は、運動物体の追
跡情報を用いてオプティカルフロー 検出の画像フレーム間隔、統合オプティカル
フロー 数を制御することによって、安定した全運動物体のオプティカルフロー

を検出することが可能である。
【００４８】
　図７は、本発明の第６の実施の形態の運動物体検出装置のブロック構成を示す図である
。発明の第６の実施の形態の運動物体検出装置７００は、第５の実施の形態の運動物体検
出装置６００に画像データを入力する撮像装置５００を遠赤外線カメラ７０１に置き換え
たものである。この置き換えに伴い、第５の実施の形態の運動物体検出装置の画像入力部
４１０が熱分布入力部７１０に変更され、画像記憶部４２０が熱分布記憶部７２０に変更
されている (図７参照 )。入力側が熱分布画像に変更された以外は第５の実施の形態と同様
であり、熱分布に基づく運動物体の追跡を可能とする。
【００４９】
　以上説明したように、本発明の第６の実施の形態の運動物体検出装置は、熱分布に基づ
き運動物体を追跡することが可能であるため、カメラなどの撮像装置では困難であった暗
闇における運動物体の検出・追跡が可能である。
【００５０】
【発明の効果】
　以上説明したように、本発明は、画像上で見かけの動き量が大きく異なる運動物体が複
数、混在する場合でも正確にオプティカルフロー を検出することが可能な、運動
物体検出方法および装置を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の第１の実施の形態の運動物体検出方法における処理の流れを示すフロ
ーチャート
【図２】　本発明の第１の実施の形態の運動物体検出方法における処理の説明図
【図３】　本発明の第２の実施の形態の運動物体検出方法における処理の流れを示すフロ
ーチャート
【図４】　本発明の第３の実施の形態の運動物体検出装置のブロック構成を示す図
【図５】　本発明の第４の実施の形態の運動物体検出方法における処理の流れを示すフロ
ーチャート
【図６】　本発明の第５の実施の形態の運動物体検出装置のブロック構成を示す図
【図７】　本発明の第６の実施の形態の運動物体検出装置のブロック構成を示す図
【図８】　オプティカルフローの概要の説明図
【図９】　速い運動物体に対し長いフレーム間隔でオプティカルフロー を検出し
たときに発生する偽のオプティカルフロー の説明図
【図１０】　偽のオプティカルフロー を除去する方法についての説明図
【図１１】　遅い運動物体に施す偽のオプティカルフロー 除去処理についての説
明図
【符号の説明】
　４００　運動物体検出装置
　４１０　画像入力部
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　４２０　画像記憶部
　４３０　オプティカルフロー 検出部
　４４０　運動物体検出部
　４４１　運動物体候補領域抽出手段
　４４２　運動物体領域判定手段
　５００　撮像装置（カメラ）
　６００　運動物体検出装置
　６５０　運動物体追跡部
　６６０　運動物体情報記憶部
　６７０　オプティカルフロー 検出制御部
　７００　運動物体検出装置
　７０１　遠赤外線カメラ
　７１０　熱分布入力部
　７２０　熱分布記憶部
　８１０　現画像フレームの運動物体
　８２０　数フレーム前の運動物体
　８３０　オプティカルフロー
　８４０　オプティカルフロー発生領域
　９１０　現画像フレームの運動物体
　９２０　数フレーム前の運動物体
　９３０　偽のオプティカルフロー
　９３１　オプティカルフロー発生領域
　９４０　オプティカルフロー発生領域
　９４１　オプティカルフロー発生領域
　１０１０　長いフレーム間隔が開いた運動物体
　１０２０　短いフレーム間隔が開いた運動物体
　１０３０　長いフレーム間隔でのオプティカルフロー発生領域
　１０４０　短いフレーム間隔でのオプティカルフロー発生領域
　１０５０　偽のオプティカルフロー発生領域除去後のオプティカルフロー発生領域
　１１１０　長いフレーム間隔が開いた運動物体
　１１２０　短いフレーム間隔が開いた運動物体
　１１３０　長いフレーム間隔でのオプティカルフロー発生領域
　１１４０　短いフレーム間隔でのオプティカルフロー発生領域
　１１５０　偽のオプティカルフロー発生領域除去後のオプティカルフロー発生領域
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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